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石
塔
群
の
調
査

法楽寺

織
田
一
族
の
源
流
を探る

法
楽
寺
石
塔
群
の
調
査

　

法
楽
寺
石
造
物
群
は
昭
和
二
四
年

頃
、
工
事
の
際
に
丘
陵
斜
面
か
ら
多

く
の
越
前
焼
と
と
も
に
出
土
し
ま
し

た
。
五
輪
塔
・
宝
き
ょ
う
印
塔
な
ど

の
石
塔
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
バ

ラ
バ
ラ
だ
っ
た
石
塔
を
分
類
し
、
主

な
も
の
を
図
化
し
た
り
、
拓
本
を

取
っ
た
り
し
ま
し
た
。
最
後
は
き
れ

い
に
積
み
直
し
て
調
査
を
終
え
ま
し

た
。

　

平
成
二
三
年
五
月
、
教
育
委
員
会
は
文
化
財
悉
皆
調
査
事
業
で
、

法
楽
寺
（
織
田
）
所
蔵
の
石
造
物
群
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

石
塔
群
に
は
、
正
應
三
年
（
一
二
九
〇
）
と
年
号
の
書
か
れ
た
五

輪
塔
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
は
昭
和
六
二
年
、
町
内
の

郷
土
史
家
が
発
見
、「
親ち

か

真ざ
ね

」
と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
織
田
氏

系
図
・
系
譜
に
登
場
す
る「
親
真
」で
は
な
い
か
と
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
親
真
で
は
な
く
、
親ち

か

尊た
か

と
い
う
人
物
の
墓
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
た
だ
、
親
真
と
読
め
る
こ
と
か
ら
、
織
田

氏
の
系
図
・
系
譜
を
つ
く
る
際
に
参
考
と
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
信
長
は
、
ど
う
自
分
の
出
自
を
認
識
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

信
長
は
一
六
歳
の
時
に
「
藤
原
信
長
」
と
署
名
し
て
い
ま
す
が
、

一
五
七
〇
年
代
に
は
平
氏
の
子
孫
だ
と
名
乗
っ
た
と
言
い
ま
す
。
源
平
交

代
思
想
が
根
底
に
あ
っ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
す
。
源
氏
で
あ
る
足
利
将

軍
を
倒
す
の
は
、
平
氏
の
信
長
だ
と
い
う
考
え
で
す
。

　

し
か
も
当
時
、
平
重
盛
の
子
孫
だ
と
噂
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
盛
と
い
え

ば
、
織
田
と
関
係
の
深
い
人
物
で
、
い
ま
も
劔
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
五
七
三
年
の
越
前
侵
攻
を
き
っ
か
け
に
劔
神
社
と
の
関
係
を
深
め
た
信

長
が
、
重
盛
の
子
孫
と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
後
、
織
田
氏
の
系
図
が
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
な
物
語

は
、
小
瀬
甫
庵
に
よ
る
『
信
長
記
』
か
ら
で
す
。
平
氏
の
子
孫
で
あ
る
こ

と
、
近
江
国
津
田(

滋
賀
県
近
江
八
幡
市)

に
流
れ
着
き
、
劔
神
社
に
養

子
に
入
り
神
職
を
継
い
だ
こ
と
な
ど
が
出
て
き
ま
す
。

　

た
だ
、『
信
長
記
』
の
信
ぴ
ょ
う
性
は
あ
ま
り
高
く
な
い
こ
と
か
ら
、
小

瀬
甫
庵
に
よ
る
創
作
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
親
真
の
名
前
は
登
場

し
ま
せ
ん
。

　

親
真
が
最
初
に
出
て
く
る
系
譜
は
、
林
羅
山
が
編
纂
し
た
『
織
田
信
長

譜
』
で
す
。
こ
の
時
に
親
真
の
名
前
が
確
実
に
登
場
し
、
そ
の
後
多
く
の

系
図
・
系
譜
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
系
図
・
系
譜
の
大
半
は
平
氏
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
が
、
織

田
に
は
独
自
の
系
譜
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
忌
部
氏
系
譜
で
す
。
こ
こ

に
は
親
真
は
忌
部
氏
の
正
系
で
、
平
氏
と
の
関
係
を
否
定
し
て
い
ま
す
。

　

藤
原
氏
・
平
氏
・
忌
部
氏
、
何
が
真
実
な
の
で
し
ょ
う
か
。
想
像
が
ふ

く
ら
み
ま
す
。

　

平
氏
の
貴
族
に
最
愛
さ
れ
し
妾
お
も
い
も
のや
孤
み
な
し
ご

が
近
江

国
津
田
に
逃
れ
、
妾
は
津
田
の
郷
長
に
嫁
ぐ
が
、

劔
神
社
の
神
職
が
孤
を
見
出
し
、
劔
神
社
を
継

が
せ
ま
す
。
孤
は
平
氏
の
貴
族
の
子
供
だ
と
は

あ
り
ま
す
が
、
親
真
と
い
う
名
前
ま
で
は
書
か

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

小
瀬
甫
庵
の
『
信
長
記
』
は
、太
田
牛
一
の
『
信

長
公
記
』
を
底
本
に
創
作
や
脚
色
を
加
え
て
書

か
れ
、
信
ぴ
ょ
う
性
は
低
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
代
将
軍
徳
川
家
光
は

一
六
四
一
年
、
林
羅
山
に
命

じ
て
、『
信
長
譜
』
を
撰
述
、

一
六
五
八
年
に
刊
行
し
た
の

が
『
織
田
信
長
譜
』
で
す
。

　

平
氏
滅
亡
に
際
し
て
、
平

資
盛
は
子
を
身
ご
も
っ
て
い

た
愛
妾
を
、
近
江
国
津
田
に

隠
し
ま
し
た
。
愛
妾
は
津
田

で
親
真
を
産
み
、
津
田
の
土

豪
の
妻
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
織
田
の
神
職
の
養
子

と
な
り
そ
の
跡
を
継
ぎ
ま
し

た
。

　

現
在
、
年
代
が
わ
か
る
確

実
な
系
譜
と
し
て
重
要
な
史

料
と
な
り
ま
す
。

　
『
続
群
書
類
従
』
に
よ
る
と
、

親
真
は
通
称
、
三
郎
。
官
位

は
権
大
夫
。
平
資す

け

盛も
り

（
平
清

盛
の
孫
で
、
平
重
盛
の
子
）

と
そ
の
愛あ
い

妾し
ょ
う（
三
井
寺
一
条

坊
の
阿あ

闍じ
ゃ

梨り

真
海
の
姪
）
の

間
の
子
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

劔
神
社
境
内
の

小
松
建
勲
神
社

　

劔
神
社
の
境
内
に
は
小
松
建
勲
神
社
が
存
在

し
、
平
重
盛
公
と
織
田
信
長
公
が
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
劔
神
社
に
は
信
長
と
の
関
係
を
示
す
古
文
書

が
残
っ
て
い
ま
す
。
信
長
は
劔
神
社
と
平
重
盛
の

関
係
を
知
り
、
数
あ
る
平
氏
の
な
か
で
も
、
重
盛

の
子
孫
だ
と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

劔
神
社
の
縁
起
に
よ
る
と
、
劔
神
社
は
平
清
盛

に
焼
か
れ
、
息
子
の
重
盛
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
と

あ
り
ま
す
。
劔
神
社
境
内
の
発
掘
調
査
で
は
、
大

規
模
な
境
内
改
変
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
氏
が
活
躍
し
て
い
た
時
期
に
、
劔
神
社
境
内
の
低

い
箇
所
に
土
を
入
れ
て
大
規
模
に
整
地
し
て
い
る
の

で
す
。
年
代
的
に
は
重
盛
公
の
再
興
の
時
期
に
近
い

で
す
。
こ
う
し
た
発
掘
の
成
果
を
考
え
合
わ
せ
る

と
、
縁
起
の
記
述
も
真
実
味
を
帯
び
て
き
ま
す
。

親
尊
と
刻
ま
れ
た
石
塔

　

母
は
平
基も
と

度の
り

（
伊
勢
平
氏
）
の
娘
で
、
忌
部

（
斎
部
）
親
澄
に
嫁
い
で
、
親
真
を
産
み
ま
す
。

貞
永
二
年
（
一
二
三
三
）
織
田
明
神
の
神
主
と

な
り
、
法
名
を
覚
盛
と
称
し
ま
し
た
。
正
元
二

年
（
一
二
六
〇
）
二
月
一
八
日
に
亡
く
な
り
ま

す
。
興
味
深
い
の
は
「
平
氏
に
あ
ら
ず
、
忌
部

神
主
の
正
系
（
正
統
）
な
り
」
と
あ
る
こ
と
で
す
。

母
が
平
氏
の
娘
と
い
う
だ
け
で
、
平
氏
か
ら
の

流
れ
を
否
定
し
、
あ
く
ま
で
忌
部
氏
の
直
系
だ

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

織
田
氏
、
忌
部
氏
説
の
系
譜

劔
神
社
境
内
の
発
掘
調
査

小
瀬
甫
庵
『
信
長
記
』（
一
六
一
一
年
頃
成
立
）

『
続
群
書
類
従
』「
織
田
系
図
」（
一
六
九
二
年
頃
成
立
か
）

織
田
氏
、
平
氏
説
の
系
譜

『
織
田
信
長
譜
』（
一
六
四
一
年
成
立
）

　

石
塔
の
側
面
に
は
「
喪
親
真
阿あ

聖し
ょ
う

霊り
ょ
う

／
正

し
ょ
う

應お
う

三
年
庚か

の
え

刀と
ら

二
／
月
十
九
日

未ひ
つ
じ
の
こ
く
尅
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
親
尊
と
い
う
人
物
が
一
二
九
〇
年
二
月

十
九
日
の
午
後
二
時
頃
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
た
だ
、

普
通
に
見
る
と
、
親
真
と
読
む
こ
と
が
で
き
、
実
際
多
く
の
人
が
親
真
と

読
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
親
真
と
読
ま
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
織
田

氏
系
図
に
出
て
く
る
織
田
氏
の
始
祖
、
親
真
と
の
関
係
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
す
。

織
田
親ち

か

真ざ

ね

の
謎
を
追
う

（
尊
）


